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事 前 観 察 10月下旬の２日間劇遊びの観察 10月下旬～12月上旬の16日間事 後 観 察 12月上旬の２日間
(2)ソーシャルスキル尺度 こどもまつりの準備開始直後とこどもまつり終了後に，担任教師に対して幼児ひとりひとりについて保育者評定用社会的スキル尺度の記入を求めた。この尺度は渡辺(2001)が作成した26項目からなる尺度から13項目を抽出した短縮版で，小林ら(2005)の実践で教育的な効果が見られた項目を基に作成された(小林，2013)。下位尺度は，他者の気持ちを考えた行動(３項目)，自己抑制(４項目），自己主張(３項目)，協調性(３項目)の４つであり，回答は「全然しない(１点)～いつもそう(４点)」の４件法で得点化されている。(3)保護者を通じた幼児への聞き取り調査 こどもまつり終了時に保護者に調査票を配布し，各家庭で幼児に対してこどもまつりの感想と取り組み方について聞き取ってもらうよう依頼した。調査内容は，①「お子さんは，こどもまつりの劇を楽しんでいましたか。」②「お子さんは，こどもまつりのどんな点で頑張ったと感じていますか。」③「お子さんは，こどもまつりの劇を作りあげるときに，話し合いの中で自分の考えや気持ち，意見を十分に言うことができたと感じていますか」④「お子さんは，こどもまつりの練習の中で，同じ役（グループ）の友達と力を合わせることができたと感じていますか」の４項目である。項目①は，「楽しんだ」，「すこし楽しんだ」，「あまり楽しめなかった」，「楽しめなかった」の４択で回答を求め，項目②～④は自由記述で記載を求めた。回答はいずれも無記名で記入してもらい，担任を通じて第１著者に渡された。(4)担任教師への聞き取り調査 こどもまつり終了後に，２名の担任に対して第２著者が聞き取りを行った。半構造化面接法を用いて，i)こどもまつりの実践を行う前(４月～11月にかけて)の年長児の人間関係の発達の概要， ii)こどもまつりの前に子ども同士が相互に認め合う姿が見られたか， iii)こどもまつりの前に子ども同士が話し合って意見を言ったり聞いたりする姿















































































































































































































































































































































































































































































Rubin，K.H. 1982 Nonsocial Play in Preschoolers : 




























園紀要 第 34 集
富山大学人間発達科学部附属幼稚園 2017 子どもの体験
を支える－体験を生かす援助のあり方を探る－ 富山
大学人間発達科学部附属幼稚園紀要 第 42 集
渡辺弥生 2001 役割取得能力（思いやりの心）の向上を
意図した道徳的実践モデルの構築平成 11 年度～平成
12 年度科学研究費補助金研究報告書
八木絋一郎・喜多村純子 1982 劇遊びの条件（Ⅰ）－４
歳児の実践活動とそのＶＴＲの分析および考察―白梅
学園短期大学紀要， 18， 45-66.
謝辞
本研究を実施するにあたり，子どもへの聞き取り調査
に協力していただいた保護者の皆様に感謝いたします。
付記
本研究は，第２著者（岩田夏実）が富山大学人間発達
科学部に提出した平成 28 年度特別研究論文をもとに，
第１著者（小林）が再構成したものである。研究全体の
統括と論文の執筆は，第１著者の責任で行った。行動観
察と担任保育者への聞き取り調査は第２著者が行った。
第３著者（岩田育代）・第４著者（米﨑）は，実際に幼
児への援助を行った担任教師であり，保育者用社会的ス
キル評定尺度への記入と聞き取り調査に対する回答者で
ある。
（注）第１著者は，大学における「保育内容（人間関係）」
の授業で，附属幼稚園や他の幼稚園で実践したソー
シャルスキル教育の成果を講義している。また平成
28・29 年度に行われた富山県保育技術協議会（保育
者対象の研修会），教員免許状更新講習の講義の中で，
人間関係を育てる保育のあり方としてソーシャルスキ
ル教育の実践例を紹介し，普及に努めている。
（2017年８月31日受付）
（2017年10月４日受理）
